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JSAAEの歴史と現状
“日本における3Rsの推進と普及を目的として，
研究・開発・教育・調査等を行う学術団体”
・ 1987, 日本動物実験代替法研究会

・ 1990, 日本動物実験代替法学会へと発展
・ 2002, 日本学術会議の登録団体へ
・ 2005, 動物愛護法に3Rsの概念が導入
・ 2006, JaCVAM（日本動物実験代替法評価センター）設立
・ 2007, 第６回代替法世界大会を東京で開催

・ 2016, 第１回代替法アジア大会を
 福岡・唐津にて開催
・ 2018, 第31回国内大会，熊本・崇城大学
 にて，11月23日（金）～25日（日）開催
 （松下琢大会長）
・2018,第2回代替法アジア大会（広州）を，
韓国代替法学会(KSAAE)と共に支援．
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●会員数：４３０
●協賛団体等（３０）
Cosmetics 15
Chemical   3
Food/Supplement   2
Pharmaceuticals   5
Animal warfare   1
Biotech   4
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JSAAEの活動概要

1) 年次大会の開催
2) シンポジウムやワークショップの開催
　　（講義，実技セミナー等）
3) 出版活動

► J. Alternatives to Animal Experiments (AATEX)
► ニュースレター
► Home page 

4) 研究支援活動（化粧品工業会，マンダム等）
5) 顕彰活動（学会賞・論文賞等，日化協LRI賞等）
6) 新規代替法のバリデーションや評価の支援
7) 情報収集，海外団体との交流・共同
8) そのほか
► 代替法世界大会への支援
► 他の学術団体との連携
　（組織培養学会，変異原学会，実験動物学会等）
► 動物福祉団体との協調
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JSAAEの国際協調 5

*Memorandum with EUSAAT 
(2015)

*Memorandum with ASCCT 
(2015)

*Memorandum with KSAAE: 
(2008-)

*Chinese society of 
Toxicological Alternative and 
Translational Toxicology 
(TATT) (2016, 2017-)

・2018,第2回代替法アジア大
会（広州）を，韓国代替法
学会(KSAAE)と共に支援．
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日本発              

● OECD Test Guidelines developed by Japan
 Skin sensitization assay, LLNA DA, TG 442A (2010)
 Skin sensitization assay, LLNA BrdU-ELISA , TG 442B  (2010)
 Skin irritation assay with LabCyte EPI-MODEL 24, TG 439 (2013)
 In vivo comet assay TG 489 (2014)
 Performance-based Test Guideline for stably transfected 

transactivation in vitro assays to detect estrogen receptor agonists 
and antagonist,  Revised TG 455 (2015)

 Short time exposure (STE) assay for eye irritation testing TG491 (2015)
 Bhas 42 cell transformation assay (2016) Guidance document
 h-CLAT assay for skin sensitisation testing TG442E (2016)
 Stable transfected transcriptional activation (STTA) assay for 

androgen disruptor screening (AR-Ecoscreen) TG455 (2016)



●⽣体に近い応答
が⾒られ簡便であ
れば，利⽤が進む
●全⾝が絡む影響
評価は⾮常に困難

基礎・応⽤
研究

代替法の導⼊
可能性を左右
する主要因

分野   代替法導入 可能性

●科学的要請
化粧品 ⼀般化学物質 ⾷品・医薬品

局所 全⾝・⻑期

環境⽣物への
リスクは⾼い

●完全代替は
短期的に不可避

●完全代替は
中期的に不可避

●内部での使⽤は進む

●完全代替は⻑期的にも困難
●削減・洗練化は必須
●内部での使⽤は進む

世論

代替法開発の困難性

潜在的ヒトリスク

対象物質数

■法的強制⼒ ■経済的理由

●社会的要請
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インビトロ法
（ヒト）

インビトロ法
（動物）

動物個体

動物 ヒト

iPS/ES細胞等

社会および科学の要請→動物からヒト
へ

個体

細胞/組織

ヒト個体影響

微細造形技術など

三次元培養等

●局所→全身
●急性→慢性
●薬効毒性→疾患モデル

第１障壁
＝個別臓器内

第２障壁
＝臓器間相互作⽤

第３障壁
＝時空間的相違Refinement

Reduction

Replacement
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経産省資料より

国家PJ-1「臓器チップ」(⽇本医療研究開発機構)
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経産省資料より

国家PJ-2「ビッグデータ/AI」(経産省)



11統合的評価のためのアプローチ（ナノ粒子の
例）： Integrated Approaches to Testing and Assessment　

（IATA)

Klein et al., 
Arch. Toxicol. 
(2012).

第一段階

第二段階



細胞

⽣理学的インビトロ系
Organ/Body on-a-chip

実証が難しい
”個体⽣理学”

インビトロ⽣理学︖

個体︓
多臓器
システム

第１障壁
＝個別臓器内

第２障壁
＝臓器間
相互作⽤

第３障壁
＝時空間的相違

未知の現象解明

ボトム
アップ

トップ
ダウン

12/
11

マルチスケール
数理モデル

臓器の組合せ
が⾃在

      基盤 個体理解    新  学術  
 ”      生理学 “

Refinement
Reduction

Replacement
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JSAAE活動    展望

日本    3Rs 推進 普及 目的    
研究 開発 教育 調査等 行  共  国際
的 貢献 求       
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● 様  産業    代替法 開発 普及
化粧品→化学物質→食品→医薬品

● 動物福祉団体  協調      3Rs    

● 新  研究展開: iPS cells,        人工知能, 臓
器 人体                 臓器印刷    
●    支  新  基礎学術: 
     基盤       “     生理学 ”

社会

科学技術


